
各位        2021 年 9 月 17 日 

株式会社 アイケイ 

 

株式会社アイケイ（本社：愛知県名古屋市 代表取締役：長野庄吾）は、9 月 21 日（火）で制定 40

周年を迎える国際平和デーを迎えるにあたり、子どもたちに美しい地球を残すために 1997 年に設立

した基金「globe 基金（グローブききん）」の活動を振り返るのと同時に、2022 年に始動する予定の

新しいプロジェクトなど今後の取り組みを発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「globe 基金（グローブききん）」は、子どもたちに美しい地球を残すことを目的に 1997 年 6 月に

設立しました。アイケイの売上の一部を発展途上国の子どもたちに学びの場を提供するために寄付。

学校教育を通じて可能な支援をおこない、人と地球が共生できる社会づくりを目指しています。アイ

ケイの管理チームが協力団体の窓口となり進捗を社内に共有、社員の意識づけもおこなっています。

設立後 9 年間は環境教育をおこなう場として、東南アジアを中心に「globe スクール（グローブスク

ール）」を 8 校建設。そこから「globe 基金」は、平和活動へと舵をきり、東アフリカのウガンダ共和

国やブルンジ共和国、中部アフリカのコンゴ民主共和国の子ども兵士たちのメンタルヘルスを支える

場として「globe ハウス（グローブハウス）」の建設を進め、現在 4 校を開設しています。コンゴ民主

共和国では「globe ハウス」を中心に、立ち直った子どもたちへの生活基盤を支えるため、原野を開墾

して食料を自給し、市場へ出荷できるようにするための「globe ファーム」「globe ロード」を建設し

ました。 

 

 

さらに 2017 年には、環境に恵まれず初等教育さえ受けられない紛争孤児、元子ども兵士、貧困地域

の子どもたちに教育を受けられる機会を提供する「globe（グローブ）エデュケーションプログラム」

をコンゴ民主共和国で開始しました。本プログラムでは、日本の巣箱を使用した養蜂などの技術支援

をおこない、子どもたちが自立し持続的に学校へ通い続けられる支援を進めます。そして、本プログラ

ムの養蜂業をさらに支援するため、採れた蜂蜜を利用した商品を開発するプロジェクトを 2022 年（予

定）にスタートします。 

【国際平和デー制定 40 年】途上国の子どもたちに学びの場 12 施設を設立 

『globe 基金』2022 年に設立 25 年目突入 新プロジェクトも始動 

教育と技術支援を提供 SDGs 10 の目標に向けての取り組み 

  

そして「globe エデュケーションプログラム」へ、さらに新プロジェクト始動！ 



 

 

 発展途上国の子どもたちに学びの場を提供し、学校教育を通じて可能な支援をおこない、人と地球

が共生できる社会づくりを目指し、1997 年に設立しました。現在までに、globe 校 8 校、globe ハウ

ス 4 校を建設しました。その他、内戦被害者の自給食料を確保する治安好転プロジェクト「globe フ

ァーム」、globe ハウスやファームを繋ぐ道路建設プロジェクト「globe ロード」、環境に恵まれず初

等教育さえ受けられない子どもたちに教育機会と技術支援を提供する「globe エデュケーションプロ

グラム」などのプロジェクトを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

globe 基金 

globe 校 

1998 年 フィリピン・バギオ 

「パングロンスクール」 

2000 年 ベトナム 

「フォン・ビスクール」 

2006 年 インドネシア 

「シッカスクール」 

globe ハウス 

ウガンダ共和国 

2006 年 globe ハウス I 

2007 年 globe ハウス II 

2017 年 ブルンジ共和国 

globe ハウスⅣ 

globe ファーム 

2014 年 コンゴ民主共和国 

globe ロード 

2016 年 コンゴ民主共和国 

globe エデュケーションプログラム 

2017 年 12 月から開始 

コンゴ民主共和国（フェーズ I） 

 

内戦被害者の孤児や元子ども兵へ

の初等教育機会を提供するプロジ

ェクト 

2019 年 3 月から開始 

コンゴ民主共和国（フェーズⅡ・Ⅲ） 

 

貧困層みずから持続的に教育を受けら

れるよう、技術支援を進めるプロジェ

クト 



 

 

 アイケイグループでは、SDGs が国連サミットで採択された背景を十分に理解し、企業として掲げた

目標達成に向けてできることから着実に実行します。その上で、企業の成長とともに国際社会への貢

献に繋げていける企業活動を目指します。SDGs は現状でおこなっているビジネスのゴールのひとつ

であり、その延長線上に「将来に希望が持てる社会」の実現があると、我々は理解しています。 

 

《globe 基金 SDGs 該当目標》         《アイケイの SDGs 資料・一部》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会社概要】  

株式会社アイケイは、美しく生きる・健康に生きる・楽しく生きる、の 3 軸をテーマに、長年にわたって蓄積

されたビッグデータから、化粧品 ・生活雑貨 ・食品等の商品開発を行い、企画 ・製造 ・販売 ・物流までを一貫

して行う、マーケティングメーカーです。 

○社名   株式会社アイケイ 

○本社   〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 3-26-8  KDX 名古屋駅前ビル５階 

○東京支社   〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目 7 番 3 号  京橋三菱ビル７階 

○代表   代表取締役社長 COO 長野庄吾 

○設立   1982 年 5 月 1 日 

○資本金  6 億 2,094 万円 

○売上高  207 億 54 百万円（2021 年 5 月期）  

○従業員  241 名（2021 年 5 月末現在 連結）  

○ホームページ https://www.ai-kei.co.jp/ 

 

 

SDGs 目標に向けての取り組み 

プレスリリースに関するお問い合わせ先 

株式会社アイケイ 担当：根本（ねもと） 江口（えぐち） 

TEL：052-856-3101   Fax：052-856-3120  E-mail：t-nemoto@ai-kei.co.jp 

https://www.ai-kei.co.jp/

